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第１章 鋼構造物の点検・調査 

 

1.1 はじめに 

社会資本としての鋼構造物は，そこにある限りその機能が将来にわたって維持され続けるとい

う「永久性への暗黙の期待」に応える必要がある 1)．その実現のためには，既設・新設構造物を長

寿命化させることが最も効果的な対策である．加えて，ライフサイクルコストの低減や機能向上

のための更新，社会資本の集約による廃止も含めた対応が必要となるであろう．いずれの場合に

おいても対象となる鋼構造物の状態を客観的に把握して評価することは，その第一歩であり，適

正に点検・調査することが重要であることは言うまでもない． 
 鋼構造物の状態を客観的に把握・評価するためには，建造時の設計思想，製造過程，現場施工

の状況はもちろん，供用中の周辺環境，外力の作用状況等について熟知している技術者がこれに

あたることが理想的である．加えて，維持管理に係わる技術者は，数多くの劣化や損傷状況を診

る経験を有し，そのメカニズムを体験的かつ工学的にも分析できるような資質を有する必要もあ

る． 
 しかしながら，現状では建設と維持管理に従事し，両方の技術に熟知した技術者は限られるこ

と，点検・調査が必要な鋼構造物が多数あることなどから，点検・調査の量（例えば、点検済みの

橋梁数）と質を確保するために要領やマニュアルの策定がなされている．このような現状のもと，

点検・調査を実施している場合，要領やマニュアルの策定は，ある面マニュアル教条主義（実践

による検証を怠り，マニュアルを無批判に盲信するような知的怠惰）に陥る可能性を常に秘めて

いる．これに注意し，要領やマニュアルの技術的背景や知見を踏まえた活用が望まれる． 
 構造物の管理状況を見ると，連綿と維持管理がなされ点検技術者の資質を確保している場合や

点検すらおぼつかない場合など，鋼構造物の置かれている管理状況はさまざまである．各管理者

が策定する要領やマニュアルでは，管理者の態勢や鋼構造物の管理状況が暗黙のうちに反映され

ていることに注意が必要である．すなわち，対象とする構造物の種類，設置環境，荷重などが類

似した場合は，要領やマニュアルも参考になるが，異なる環境下では求められる事項は必然的に

異なることに注意すべきである． 
 上記のことを踏まえた上で，鋼構造物の長寿命化に欠かかすことができない点検・調査の現状

と課題，今後の開発・実用化が望まれる点検・調査技術について述べる． 
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